
 

6月市長定例記者会見資料 ② 

 

 

市指定文化財の指定について 

 

６月１０日（木）に開催された令和３年度第１回阿南市文化財保護審議会にお

いて、下記の文化財を指定することが適当であると、阿南市長に答申がされまし

た。 

この答申を受け、６月２９日（火）に新たに指定した旨の告知をいたしました。 

 

記 

 

【概 要】 

木造薬師如来立像は、阿南市下大野町にある神應院にある。像高１５７㎝、丸く

高い肉髻をもち、端整な表情をしめす。構造は、頭部を耳前の位置で前後２材を矧

ぎ合わせて内部に内刳りを施す。表面の仕上げは身体に金泥を塗り、衣部は茶色系

の彩色を塗る。非常によくまとまった造形をしめしている。ただ躰の幅はやや小さ

く、長身な造形で、内刳りも大きく施されており、制作時期は１２世紀末頃、平安

時代末期と考えられる。平安時代末期の如来像の特徴をよく示した作品で、今後、

阿南市の仏像を考えるうえで重要な作品といえる。（別紙写真参考） 

 

※上記の指定により、阿南市指定有形文化財（彫刻）は６件、阿南市指定文化財の

合計は７０件となる。 

 

 

問い合わせは 文化振興課（☎２２－１７９８）へ 

種 別 名 称 員数 所 在 地 所 有 者 

 

有形文化財

（彫刻） 

 

 

木造薬師如来立像 

 

１ 

 

阿南市下大野町

楠ノキ107 

 

神應院 代表役員 

山上隆志 


